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『 言葉屋 』                       久米 絵美里【著】 

詠子のおばあちゃんの仕事は、「言葉を口にする勇気」と「言葉を口にしない勇気を提供する
お店」言葉屋だった。ひょんなことから言葉屋の成り立ちと使命を知ることとなった詠子
は、その夏、言珠職人の見習いとして、おばあちゃんの工房に入門する――。ネットやメー
ルで傷つける言葉がたくさん発せられる今、言葉の大切さをうったえる物語。 

 

 

『 炭素文明論 』                      佐藤 健太郎【著】 

農耕開始から世界大戦まで、人類は地上にわずか０．０８％しか存在しない炭素をめぐり、激
しい争奪戦を繰り広げてきた。そして地球温暖化とエネルギー危機に直面する現在、新たな
「炭素戦争」が勃発、その勝敗の鍵を握る「人工光合成」技術の行方は…？「炭素史観」とも
言うべき斬新な視点から、人類の歴史を大胆に描き直す、興奮のポピュラー・サイエンス。果
たして世界に先駆けて人工光合成を実現し、劇的なパラダイムシフトを起こせるのか。 

 
『 ＢＵＴＴＥＲ』                       柚木 麻子【著】 
 
男たちの財産を奪い、殺害した容疑で逮捕された梶井真奈子。若くも美しくもない彼女がなぜ
―。週刊誌記者の町田里佳は親友の伶子の助言をもとに梶井の面会を取り付ける。フェミニス
トとマーガリンを嫌悪する梶井は、里佳にあることを命じる。その日以来、欲望に忠実な梶井
の言動に触れるたび、里佳の内面も外見も変貌し、伶子や恋人の誠らの運命をも変えてゆく。
各紙誌絶賛の社会派長編。 

 

 

『 フラニーとズーイ 』              Ｊ・Ｄ・サリンジャー【著】 

名門の大学に通うグラス家の美しい末娘フラニーと俳優で五歳年上の兄ズーイ。物語は登場人
物たちの都会的な会話に溢れ、深い隠喩に満ちている。エゴだらけの世界に欺瞞を覚え、小さ
な宗教書に魂の救済を求めるフラニー。ズーイは才気とユーモアに富む渾身の言葉で自分の殻
に閉じこもる妹を救い出す。ナイーヴで優しい魂を持ったサリンジャー文学の傑作。村上春樹
による新訳 

『 ストロベリームーン 』                   芥川 なお【著】 

高校の入学式、1年生の佐藤日向は桜井萌と衝撃的な出会いを果たす。入学式に遅刻した日向
は、その日向になぜか積極的にアプローチしてくる萌と、なんと出会った初日につき合うこと
に。日向と萌はメッセージのやり取りやデートを重ね、好きな人と一緒に見ると永遠に結ばれ
る神話がある赤い満月「ストロベリームーン」を見に行く。そんな幸せな時間を過ごしていた
日向だが、萌の余命が少ないことを知る。自暴自棄になった日向は、萌の母親から萌の日記を
渡される。2人を待ち受ける運命は如何に？男子高校生の友情や、日向と萌の純愛に涙が止ま
らない大号泣必須の1冊。 


